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＜新収資料紹介＞

平内家旧蔵茶室起こし絵図

高木　理久夫（資料管理課）

【1】資料の概要【1】資料の概要

　今春、当館は江戸時代後期の資料とみられる、茶室起

こし絵図 66 枚を購入した。組み立て式の絵図は 1 枚ご

とに、台紙および包み紙ともなる厚い和紙に貼られ、折

りたたまれた状態で一つの木箱に納められており（写真（写真

１）１）、折りたたまれた大きさはおよそ 25 × 19cm、広げた

大きさは 33 × 47cm である。絵図は、京都や江戸の著名

な茶室のものである。なお、絵図を収納する木箱の上蓋

裏に、「一　図面七拾壱枚」と記した和紙が貼られている。

【2】茶室起こし絵図について【2】茶室起こし絵図について

　これら図面は、茶室の柱や建付け、間取りや建築材のサ

イズ等が、手書きで、実に細密に描かれており、印刷され

たものではないかと見紛うほどである。（写真 2）（写真 2）は、図

面を起こした状態である。図を組み合わせる際の「差し込

み」と「差し込み口」がついており、実際に組み立てて使

用するものであることがわかる。茶室起こし絵図は、江戸

時代、幕府の大工頭を務めた中井家関係資料（重要文化財

の中に含まれているものが著名）であり、また建築家堀口

捨己（1895-1984）による研究でも知られている。

【3】平内家について【3】平内家について

　今回収蔵した図面全 66 枚について、その茶室に関わ

る茶人ごとに、図に記載された文言、印も含めて、一覧

表にまとめた（右ページ）。折りたたんだ台紙には、茶

人名、建物名等、図面の題名が記され、「平内大隅蔵」

という署名と「臣」という印が捺されている。さらに図

面には「覃斎」、「儀卿」という印が捺されているものが

ある。

　これらの署名、印により、これらの図面は、平内廷臣（へ

いのうち まさおみ、? -1856）の旧蔵資料と考えられる。

平内家は、江戸幕府作事方大棟梁を務めた家で、幕府直

轄の建築工事に携わり、四天王寺流、大隅流と称された。

廷臣は平内政孝の養子となり、文政 6 年（1823）に大棟

梁となった。彼は和算家としても当時から著名であり、

その著書『矩術新書』において、当時の建築技法である

規矩術を理論的に構成し、立体幾何学により体系化した

とされる。茶室起こし絵図が、当時の精緻な建築技術に

関わっていることは、言をまたない。江戸時代に流行し

た和算の視点から茶室起こし絵図を見てみれば、さらに

江戸文化のパースペクティブが広がりそうである。

　なお、小番号 57「置水屋建絵図寸法」の図面には、「堀

内宗心より借写　儀卿図」という記載がある。「堀内宗心」

（ほりのうち そうしん）は、表千家茶堂である堀内家の

銘であり、「儀卿」が平内廷臣の銘であるとしたら、時

代的には堀内家第四代である堀内宗心（1743-1816）に

あたると考えられる。
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（2023 年 7 月 12 日記）

（写真 1）木箱と起こし絵図（折りたたんだ状態）（写真 1）木箱と起こし絵図（折りたたんだ状態）

（写真 2）起こし絵図（組み立てた状態）（写真 2）起こし絵図（組み立てた状態）
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